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はじめに 

 

この度は弊社ソフトウェア『RADENバーコードプラグイン』をご購入いただき、誠にありがとうご

ざいます。 

 

本書はRADENデザイナーに特定の機能を追加するソフトウェア「バーコードプラグイン」につい

て説明いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

著作権および商標について 

 

RADENは、（株）KITの登録商標です。 

Microsoftおよび Windowsは、米国マイクロソフト社の米国、および その他の国にお

ける登録商標です｡ 

その他、本書に記載されている会社名､製品名は各社の商標､または登録商標です。 

本書の一部または全部を許可なく複製、複写、転載することを禁止します。 

Copyright (c) 2012 KIT Co.,Ltd. All Rights Reserved. 
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 バーコードプラグインについて 

 

バーコードプラグインは、RADENにバーコードの表示・印刷機能を追加するプラグインです。 

対応するバーコードは、「QRコード」「CODE39」の 2種類です。 

 

 

 追加される部品 

 

バーコードプラグインをインストールすることで、以下の部品が使用可能となります。 

 

種類 名称 概要 

画面部品 
QRコード 画面にQRコードを表示します。 

CODE39 画面に CODE39のバーコードを表示します。 

帳票部品 ※ 
QRコード 帳票にQRコードを印刷します。 

CODE39 帳票に CODE39のバーコードを印刷します。 

※帳票プラグインを導入した場合のみ使用できます。 
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 プラグインを使用する 

 

ここではバーコードプラグインを使用する手順を説明します。 

 

 

３.１ 部品の配置 

 

バーコード部品は、画面/帳票のオブジェクト編集画面の部品パレットの「バーコード」カテ

ゴリ表示されます。 

 

 

他の画面部品/帳票部品と同様に、画面/帳票のオブジェクト編集エリアに配置して使用しま

す。 
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３.２ 表示の設定 

 

バーコードを表示するための設定は、部品のプロパティで行います。 

バーコード部品を選択し、表示に必要な項目をプロパティから設定します。 

 

設定内容の詳細は、「４ 部品リファレンス」をご参照下さい。 
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 部品リファレンス 
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４.１ QR コード 

 

画面や帳票にQRコードを表示する部品です。 

 

●プロパティ 

名称    

部品の名称を指定します。 

位置    

部品の位置を指定します。 

サイズ   

部品のサイズを指定します。 

データ   

QR コードとして表示するデータを設定します。 

セルの色   

QR コードのセルの色を設定します。 

背景色   

QR コードの背景部分の色を設定します。 

モデル   

QR コードのモデルを設定します。モデル 1、モデル 2 のどちらかを選択します。 

モデル 1 に変更した場合、バージョンは「自動選択」に設定されます。 

誤り訂正レベル  

誤り訂正符号のレベルをL/M/Q/Hから選択します。L<M<Q<Hの順にデータが損失しにく

くなります。 

バージョン   

QRコードのバージョンを「1～40」もしくは「自動選択」のいずれかから選択します。 

数字が大きいほど多くのデータを扱えます。「自動選択」を選択すると、「データ」

の入力内容に合わせた適切なバージョンが選択されます。「モデル」を「モデル1」に

設定した場合は、最大バージョン14までとなります。 

表示状態   

部品の表示状態を設定します。 

※この機能は帳票部品にはありません。 

有効/無効   

部品の有効/無効状態を設定します。 

※この機能は帳票部品にはありません。 

 

◇機能 

機能はありません。 
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□イベント 

イベントはありません。 

 

 

４.２ CODE39 

 

画面や帳票にバーコードの CODE39を表示する部品です。 

 

●プロパティ 

名称    

部品の名称を指定します。 

位置    

部品の位置を指定します。 

サイズ   

部品のサイズを指定します。 

データ   

バーコードとして表示するデータを設定します。 

チェックディジット  

チェックディジットを付加するかを設定します。 

「有効」を設定した場合、チェックディジットを付加します。 

バーの色   

バーの色を設定します。 

背景色   

背景の色を設定します。 

※この機能は帳票部品にはありません。 

表示状態   

部品の表示状態を設定します。 

※この機能は帳票部品にはありません。 

有効/無効   

部品の有効/無効状態を設定します。 

※この機能は帳票部品にはありません。 

 

◇機能 

機能はありません。 

 

□イベント 

イベントはありません。 
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